
内線
～

今後の方向性（総合評価）
□ 実施する
■ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

年度

　意図（活動により対象をどのような状態にしたいのですか）

記入者名 堀　昌伸

恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり
27

平成２６年度　実施計画・事務事業評価（事前評価）シート
実施計画
１　基本事項

産業振興部 課等名 観光交流課 345部等名
事務事業名 市制10周年記念出水バル開催事業負担金 事業期間 平成 平成 27年度

総合計画上の
位置付け

基本方針

５　今後の方向性、改善案等（行政評価市民委員会）

出水バル開催事業負担金

根拠法令・条例、関連計画等

施　　策

目

方向性の理由、改善案等

　当事業の単独実施では市外からの集客が難しいと考えられるため、他
の事業と抱き合わせるなど、検討して実施すること。

３　事務事業の概要

手段（対象に対してどのような活動を行うのですか）

H27年度の事業計画

　対象（誰・何に対して行う事業ですか）

細目　予算細々目名 会計 款 項

市民及び出水に興味のある市外の方
出水市内の飲食店を経営している方

前から気になっているお店の機会づくり、出水に興味のある方の機会
づくり
飲食店にとっては、店を知ってもらうためのＰＲ活動

１枚最低７００円という手軽さでお店に入って、おつまみ＋ワンドリンクを注文でき、初めて入るお店を知るきっ
かけづくりになる。また飲食店としてはバル自体では儲けるということではなく、自分のお店を知ってもらうきっ
かけとなる。

２　事務事業の目的（何のためにするのですか）

市制10周年を記念して、福岡市、鹿児島市、霧島市などで開催しているバルを出水で開催する。“バル（BAR）”と
は、スペインでは、喫茶店、立ち飲み居酒屋、食堂、社交場を指す。カウンターなどで飲んで食べて、かつ、お
しゃべりを楽しむ。今回の出水バルは、市民が、友人数人で出かけて、気になっていたが、普段はなかなか入れな
いお店を知る機会になったり、市外の方が出水バルにより出水の飲食店を知る機会づくりのイベントである。

H28年度の事業計画

４　事務事業の対象・手段・意図

観光の振興
細 施 策 観光資源の活用

前売りチケット3500円（当日4000円）
5枚つづりで5軒はしご
1枚でおつまみ＋ワンドリンク
参加予定店舗数20店舗
チケット販売予定数300セット
市は実行委員会の事務局として運営
に係わる

H29年度以降の事業計画



※　活動指標・・・事業内容を示す数値（ボランティア講座開催回数、道路整備延長距離など）

※　成果指標・・・施策・事務事業の目的達成度を示す数値（ボランティア実施者数、渋滞緩和率など）

２　事務事業の目的
　いつまでに実施しなければならないのですか

　意図は妥当ですか（「４事務事業の対象・手段・意図」欄の意図について）

　既存事業の拡大では対応できないですか

３　今後の方向性、改善案等（一次評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

４　今後の方向性、改善案等（二次評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない

５　今後の方向性、改善案等（最終評価）
今後の方向性（総合評価）

■ 実施する
□ 事業内容等を改善し実施する
□ 事業内容等を再検討する
□ 実施しない
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理由

類似のイベントはない。

セット 300

20

そ
の
他

　他の市町村では実施している事業ですか（県内の他市の状況等を具体的に記入してください）

かごしまバル街[2013/10/26 69店舗]　2014/10/25予定
きりしまバル街[2013/10/19 21店舗]  2014/10/18予定

平成
年度まで

受益者の１つである飲食店は、600円で店の特徴を表す「おつまみ＋ワンドリンク」を提供する必要
があり、チケット代700円との差額100円を提供店舗が負担する。10周年記念イベントとしての市の
負担50万円は負担割合としては妥当と考える。

は　い

いいえ

□ 

いいえ

事務事業評価（事前評価）

目標値年度目標

妥
当
性

市制１０周年記念イベントの一環として実施したい。

27年度25年度 26年度

□ 

■

■

①

効
率
性

□ 

緊
急
性

指 標 名 単位

　市と受益者との負担割合は妥当ですか（受益者負担がある場合に記入してください）

理由

理由

市制１０周年記念イベントとして市が中心となって開催するが、イベントの段取りさえ確立されれ
ば、２年目からは、飲食店同士が中心となって、自分たちで開催することができる。

は　い

いいえ

参加店舗

28年度

軒

②

チケット販売セット

①

区分

活
動
指
標

②

成
果
指
標

最終目標
実績 目標 目標

29年度
１　指標の推移

目標

　二次評価と同様に実施する。ただし、参加店舗との協議、おれんじ鉄
道の利用促進など事業内容等を十分検討すること。

方向性の理由、改善案等

　一次評価と同様に実施するが、実施するに当たっては、市制施行１０
周年記念事業事務局と調整を図ること。

今後の方向性（総合評価）

■ は　い
理由

方向性の理由、改善案等

方向性の理由、改善案等

　出水市内の飲食業活性化及び交流人口増の機会づくりとして、市制１
０周年記念イベントとして実施する。


